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具体性 期待度 発表態度 具体性 期待度 発表態度 具体性 期待度 発表態度
A1 2.25 2.25 2.00 2.73 2.97 3.11 0.48 0.72 1.11
A2 4.00 4.00 3.50 4.26 3.76 4.09 0.26 -0.24 0.59
B1 3.25 3.00 3.00 3.42 3.37 3.49 0.17 0.37 0.49
B2 2.50 2.75 3.25 3.39 3.31 3.56 0.89 0.56 0.31
C1 3.00 3.75 3.25 4.17 4.39 3.91 1.17 0.64 0.66
C2 3.75 3.25 3.00 3.85 3.99 3.88 0.10 0.74 0.88
D1 2.50 3.00 2.75 3.58 3.84 3.85 1.08 0.84 1.10
D2 3.25 3.25 3.00 3.82 3.88 3.88 0.57 0.63 0.88
E1 2.75 3.00 4.00 3.69 3.73 3.92 0.94 0.73 -0.08
E2 3.00 2.67 3.00 3.54 3.49 3.70 0.54 0.83 0.70
F1 3.00 3.33 3.67 3.70 3.65 3.86 0.70 0.32 0.20
F2 2.00 2.50 4.00 3.75 3.83 3.88 1.75 1.33 -0.12
G1 3.50 3.00 2.00 3.42 3.54 3.51 -0.08 0.54 1.51































A 9/9 2.83 2.71 2.74 2.76
B 9/12 2.97 2.72 2.52 2.80
C 9/11 3.19 2.98 2.80 2.97
D 10/12 3.18 3.16 2.87 3.13
E 10/12 3.12 3.03 2.90 3.02
F 12/12 3.09 2.83 2.60 2.81












A 8/9 3.12 2.66 3.00 2.97
B 11/12 3.78 3.54 3.21 3.27
C 11/11 3.11 2.78 2.97 2.98
D 12/12 3.50 3.19 3.08 3.14
E 11/12 2.75 2.43 2.29 2.63
F 12/12 3.45 2.82 2.82 3.03




発表内容 伝え方 質問対応 発表態度 発表内容 伝え方 質問対応 発表態度
A1 3.21 2.93 2.79 3.01 -0.21 -0.93 -0.79 -1.01
A2 3.38 3.16 2.97 2.99 0.29 -0.16 0.03 0.35
B1 3.34 3.17 2.97 3.07 0.16 0.33 0.28 0.43
B2 3.36 3.09 3.04 3.11 -0.02 -0.42 -0.38 0.22
C1 3.70 3.51 3.10 3.41 -0.03 0.49 0.90 0.09
C2 3.59 3.43 3.34 3.44 自己評価未記入
D1 3.43 3.16 3.00 3.16 0.57 0.84 1.00 0.84
D2 3.83 3.59 3.41 3.45 -0.50 0.41 0.59 0.22
E1 3.65 3.35 3.30 3.34 0.10 0.65 0.45 0.41
E2 3.39 3.10 3.04 3.29 自己評価未記入
F1 3.59 3.56 3.11 3.59 0.08 0.11 0.22 0.08
F2 3.39 3.15 3.11 3.25 0.61 0.85 0.89 0.75
G1 3.31 2.97 3.04 2.97 自己評価未記入


































































































































































































9月 3.1 4.0 4.2 4.3 4.4 3.8 3.5 5.0 5.2 4.8 5.2 3.8
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発表内容 企画内容が具体的にイ
メージできる
企画内容が具体的にイ
メージできる
企画内容がイメージで
きる
企画内容にわかりにく
い部分がある
参加していない
何ができていて、何が
できていないのか客観
的にわかる
何ができていて、何が
できていないのか客観
的にわかる
何ができていているの
かは明確であるが、何
ができていないのか不
明確な部分がある
何ができていていて、
何ができていないのか
不明確である
今後の活動計画が明確
で、実現も期待できる
今後の活動計画が明確
であるが、実現性に不
安がある
概ね今後の活動計画が
発表されているが、不
十分な点がいくつかあ
る
今後の活動計画が見通
しの甘いものいなって
いる
あかね祭期間に必要と
思われる活動が明確で
ある
あかね祭期間に必要と
思われる活動が明確で
ある
あかね祭期間に必要と
思われる活動が発表さ
れている
あかね祭期間の活動が
発表されている
不安や疑問が明確に
なっている。あるいは、
聞き手からの不安点が
無い。
不安や疑問が明確に
なっている。あるいは、
聞き手からの不安点は
あるものの概ね考えら
れている
不安や疑問がある程度
明確になっている
チームで不安や疑問点
の深堀が甘い
伝え方 原稿は全く見ずに発表
している
原稿はときどき確認す
る程度で発表している
原稿はときどき “読み”
ながら発表している
原稿をほぼ読みながら
発表している
参加していない
聞き取りやすい大きさ
の声とスピードで発表
している
聞き取りやすい大きさ
の声とスピードで発表
している
声の大きさとスピード
に少し課題があり、や
や聞き取りにくいとき
もある
声は全体的に小さく聞
き取りにくい
質問対応 チームで協力し、質問
に的確に回答している
チームで協力し、質問
へはほぼ正しく回答し
ている
質問には対応している
が、限られたメンバー
の回答にはなっている
ところが目立つ
質問には対応している
が、チームとしての回
答とは受け取れない
参加していない
質問がなかった
発表態度 身内ノリもなく、重要
なステークホルダーの
反応を確認しながら自
信をもって伝えている
ときどき目をそらすが、
一部の聴衆にアイコン
タクトしながらポジ
ティブな様子で発表し
ている
聴衆を見ているが、と
きどき自信のない表場
を浮かべることもある
聴衆を見るタイミング
が少なく、全体的に笑
顔が足りない
参加していない
メンバー全員がお客様
対応に全く不安が無い
態度である
チーム活動としてお客
様に好感を持っていた
だける期待がもてる
お客様に好感を持って
いただける期待がもて
る
欠席や協力体制に不足
が感じられ、チーム活
動としてお客様対応に
少し不安がある
3　社会人基礎力自己評価項目（全 72問の一部）
№ チェック項目
1 自分から率先して物事に取り組むことができる
2 グループで何かをするときは、まとめ役をすることが多い
3 人から聞かれる前に、自分から発言することが多い
4 思いついたことはみんなに提案するようにしている
5 グループで何かをするときは、みんなのやる気が出るように気づかっている
6 何かを実現するときは、周りの人に協力を求めるようにしている
7 失敗してもあきらめずに最後までやりとげることができる
8 考えるだけでなく、考えたことは行動に移している
9 自分から進んで役割を引き受けるようにしている
10 順調でも、もっと工夫できないかと考えるようにしている
11 困ったことはそのままにせず、解決する方法を考えるようにしている
12 友達から相談されたとき、話を聞いてアドバイスができる事が多い
13 最初に決めた計画がうまくいかない場合は、計画を変更している
14 情報はできるだけ多く調べてから、計画を立てている
15 予想しない事態が発生する可能性を考えて計画を立てている
16 友人に誘われたら興味がないことでも一応参加してみる
17 誰も思いつかないことを考えようとしている
18 新しいことをやってみたり、考えたりするのが好きである
19 自分の意見をまとめてから発言している
20 相手が理解しているか考えながら話している
